
口腔の健康づくりについて 
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中間評価の課題 

 

市町村別12歳児の 
 一人平均(永久歯)むし歯数 

出典：「公立学校定期健康診断結果集計」 出典：岩手県「県民生活習慣実態調査」 
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（H25, H26, H27の3年分集計） 

×集団フッ化物洗口の実施状況 

▲ 
● 
一部施設のみ実施（H27） 
全施設の実施（H27） 

小学校におけるフッ化物洗口 

● ▲ ● ● ● ● ▲ 

12歳児の一人平均永久歯齲歯数（市町村別） 

※金ケ崎町は全施設で実施しているが、H26の新入生より順次開始しているため、H25～27の12歳児はフッ化物洗
口を実施していない。このため、未実施として分析する。 
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フッ化物洗口の効果（県内例） 
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出典：平成30年度公立学校定期健康診断結果集計 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 

【フッ化物実施の有無による学年別一人平均むし歯数】 

フッ化物洗口実施有 

フッ化物洗口実施無 
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令和元年度の歯科保健対策 

＜既存事業の継続・拡充＞ 

フッ化物応用事業の推進 
 県教育委員会との連携を図りながら、各地域の実情に応じた取組の
推進 

 「より分かりやすく、より広く」周知するための研修会・説明会等の開
催 

 特に、フッ化物洗口については、実務者支援の強化（マニュアル・
リーフレット等の周知） 

 

災害歯科保健医療対策の推進 
 災害時における歯科保健医療従事者の活動ガイドラインの検討 
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遠野市での集団フッ化物洗口開始（全施設） 
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県内のフッ化物洗口実施率 
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【フッ化物洗口実施人数の推移】 【フッ化物洗口実施施設の推移】 

(人) (箇所) 

フッ化物洗口実施率が増加  
⇒ 今後さらに対策を強化 
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